
 

よのなか教室② 実施計画 

日向市立富島中学校 ２学年 

 

１ 目 的 

 ○ 働くことの意義など、ゲストティーチャーの体験に基づく講話に直に触れ、感じることで中学生

としての望ましい勤労観、職業観を身に付ける。 

 ○ 生徒の職業に対する関心を高め、職場体験学習の前段階の意識付けを行う。 

 

２ 日 時  平成２７年９月２９日（火） ３・４校時 

 

３ 場 所  第２学年教室、視聴覚室 ２棟２階少人数教室、被服室、調理室、図書室、多目的室 

 

４ 参加者  第２学年生徒１５９名  職員９名  

 

５ 日 程  講話（１） １０：４０ ～ １１：０５  (２５分) 

講話（２） １１：１５ ～ １１：４０  (２５分) 

講話（３） １１：５０ ～ １２：１５  (２５分) 

           １２：１５～ 各教室でメモをとる 

 

６ テーマ  「職業を知ろう」「生き方を知ろう」 

 

７ 講 師  

① 神谷講平さん  （旭化成 延岡総務部日向事務所 課長） 

② 野口 洋さん  （日向商工会議所 経営指導課 課長） 

③ 河野信行さん  （日向商工会議所 産業振興サポート事業 

ポートセールスアドバイザー事務局長） 

④ 柏田佳代子さん （日向市社会福祉協議会 日知屋児童センター 児童厚生員） 

⑤ 橋本靖代さん  （長江保育園 主任保育士） 

⑥ 藤江幸子さん  （サンシャインアカデミー語学学校 代表社員） 

⑦ 児玉富喜夫さん （株式会社 コダマ 取締役社長) 

⑧ 黒木満彦さん  （宝夢塗装 代表） 

⑨ 小川美穂さん  （有限会社 モイスティーヌ日向 代表取締役） 

⑩ 山本恵子さん  （日向商工会議所 女性会会長 栄興自動車販売 取締役） 

 

８ その他 

 ○ 講師の控室を校長室とする。講師は午前１０時２０分までに到着予定 

 ○ 職員室前の駐車場を講師の駐車場として利用する。 

○ 講師は１グループ約１８名に３回、講話をしていただく。なお、内容は３回とも同じ内容でも構

わないことを伝える。また、１講話の時間を２５分で設定する。 

 ○ 生徒は１０講座の中から３講座を選択、各会場に移動し受講する。なお、事前に希望調査を実施

し、講座を決定する。 

○ 各講話の間を１０分とする。トイレ・休憩の時間とするが、開始時刻に遅れないように移動させ

る。 

  



 

 

 

旭化成総務部⽇向事務所⻑課⻑ 神谷講平さんの、柔道人生、 

幼い頃のいじめられた経験と体験話を真剣に聞く。 

最後に挨拶、感謝、尊敬の⼼を持つことの⼤切さをメッセーシと

して贈られた。 



 

 

 

 

 

 

⽇向商⼯会議所経理課⻑ 野口洋さんは、人を幸せにする感謝の気

持ちの作り方、地元で活躍する意義について語られた。 

生徒たちは興味深げに話を聞いた。 



 

 

 

⽇向商⼯会議所産業振興サポート ポートセールスアドバイザー 

河野信⾏さんは細島国際港にかける夢を語られた。 

⼤人の夢を語る姿に生徒の⼼はきっと感動したに違いない。 



 

 

 

 

⽇向社会福祉協議会⽇知屋児童センター児童厚生員 柏田佳代子

さんの子供たちとの関わり方や仕事の喜びについての話を聞いた。

児童の頃通った生徒も多く、思いを共有する時間となった。 



 

 

 

 

 

 

 

⻑江保育園主任保育⼠ 橋本靖代さんから保育の仕事、絵本の読み

聞かせ、幼児の抱き方など具体的な仕事の喜びと役割について話を

聞いた。⻭切れの良い講話に生徒は感動していた。 



 

 

 

 

 

 

サンシャインアカデミー代表社員 藤江幸子さんから英語の必要

性、その意義と役割、海外から地元日向に戻った思いのこもった話

を聞いた。生徒は興味深げに聞き入っていた。 



 

(株)コダマ社⻑ 児玉富喜夫さんの米、健康、玄米、発芽と健康と

の関わりについての話を聞いた。 

生徒は米の物語に驚きと好奇⼼を持ち、話を聞いた。 



 

 

 

 

 

 

 

(有)宝夢塗装社⻑ ⿊⽊満彦さんの仕事の話を聞き、 

塗装実習をした。 

生徒は真剣に筆を握り恐る恐る手を動かしながら取り組んだ。 



 

 

 

 

 

モイスティーヌ⽇向代表 小川美穂さんのきれいな肌の理論と実

際の話を聞いた。 

⼥子はもちろん、男子が真剣に聞いていたのが印象深い。 



 

 

 

 

 

 

⽇向商⼯会議所⼥性部⻑ 栄興⾃動⾞販売(有)取締役 

山本恵子さんの東京での生活、ご主人と二人三脚での起業家物語と

生き方あり方を聞いた。生徒は真剣に耳を傾けた。 




















